
世
界
遺
産
と
昆
虫
と
山
野
草

外
山　
興
三
（
東
京
）

　

変
っ
た
取
り
合
わ
せ
だ
が
、
私
の
趣
味
で
あ
る
。

仕
事
柄
海
外
が
多
い
の
で
、
近
く
に
世
界
遺
産
が
あ

れ
ば
立
ち
寄
っ
て
き
た
。
世
界
遺
産
を
見
に
海
外
に

出
る
こ
と
も
あ
る
。
最
近
で
は
エ
ル
サ
レ
ム
に
行
っ

て
き
た
。
三
大
宗
教
の
聖
地
で
仏
教
徒
（
あ
ま
り
熱

心
で
は
な
い
が
）
の
私
に
は
関
係
な
い
が
、
歴
史
的

な
場
所
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
数
え
て
み
た
ら
、

日
本
を
除
く
と
、
こ
れ
ま
で　

箇
所
以
上
世
界
遺
産

９０

を
訪
問
し
て
き
た
。
私
は
自
然
が
好
き
な
の
で
自
然

遺
産
の
方
が
好
き
だ
が
、
文
化
遺
産
も
素
晴
ら
し
い
。

行
く
前
に
そ
の
歴
史
を
勉
強
す
る
の
も
楽
し
い
。
複

合
遺
産
も
多
い
。
こ
れ
ま
で
で
特
に
印
象
深
い
の
は
、

自
然
遺
産
で
は
、
ボ
ル
ネ
オ
（
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
）、

タ
ン
ザ
ニ
ア
（
サ
フ
ァ
リ
と
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
）、

グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
、

チ
ベ
ッ
ト
と
ネ
パ
ー
ル
（
エ
ベ
レ
ス
ト
遠
望
）、
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
、
あ
た
り
か
な
。
文
化
遺
産
だ
と
、
エ

ジ
プ
ト
、
ト
ル
コ
、
イ
ン
ド
の
仏
陀
遺
跡
（
菩
提
樹

の
葉
を
拾
っ
て
き
た
）、
同
じ
く
ス
リ
ラ
ン
カ
、
マ

チ
ュ
ピ
チ
ュ
、
兵
馬
俑
（
二
回
行
っ
た
。
将
軍
像
の

三
分
の
一
の
レ
プ
リ
カ
が
、
我
が
家
の
守
護
神
だ
）、
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チ
ベ
ッ
ト
（
二
回
も
行
っ
た
）、
ネ
パ
ー
ル
、
ア
ン

コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
、
ア
ユ
タ
ヤ
、
仕
事
柄
イ
ギ
リ
ス
の

マ
グ
ナ
カ
ル
タ
関
連
、
ア
テ
ネ
、
ロ
ー
マ
、
ポ
ン
ペ

ィ
、
プ
ラ
ハ
、
モ
ン
サ
ン
ミ
シ
ェ
ル
、
な
ど
な
ど
。

行
き
た
い
と
こ
ろ
は
ま
だ
沢
山
あ
る
。
イ
ラ
ク
や
パ

キ
ス
タ
ン
あ
た
り
に
も
行
き
た
い
が
、
今
は
一
寸
無

理
か
。
日
本
の
世
界
遺
産
は
将
来
の
た
め
に
と
っ
て

あ
る
。

　

さ
て
ム
シ
だ
が
、
か
つ
て
は
昆
虫
少
年
だ
っ
た
。

受
験
が
終
わ
り
大
学
に
入
っ
た
年
の
五
月
に
久
し
ぶ

り
に
ム
シ
目
的
で
長
野
の
入
笠
山
に
行
っ
た
。
渓
流

沿
い
に
歩
き
、
憧
れ
の
高
山
蝶
ミ
ヤ
マ
ツ
マ
キ
チ
ョ

ウ（
そ
れ
も
雄
と
雌
）に
出
会
え
た
と
き
は
本
当
に
嬉

し
か
っ
た
。
牧
場
に
寝
そ
べ
り
青
空
を
見
な
が
ら
山

小
屋
で
買
っ
た
生
ぬ
る
い
缶
の
飲
物
を
飲
ん
だ
あ
の

解
放
感
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
そ
の
後
、
蘭
に
も
一
時

熱
中
し
た
。
今
は
山
野
草
が
好
き
だ
。
庭
園
管
理
士

と
か
い
う
怪
し
げ
な
免
状
も
貰
っ
た
。
ム
シ
の
方
は
、

ム
シ
の
顔
を
接
写
レ
ン
ズ
で
大
写
し
に
し
て
喜
ん
だ

り
、
犬
の
散
歩
が
て
ら
ご
近
所
の
柑
橘
類
の
木
に
ア

ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
や
ク
ロ
ア
ゲ
ハ
の
幼
虫
を
見
つ
け
る
と

ち
ょ
い
と
失
敬
し
て
き
て
育
て
た
り
し
て
い
る
程
度

だ
か
ら
か
わ
い
い
も
ん
だ
。
ま
た
雄
と
雌
の
成
虫
を

数
本
の
レ
モ
ン
の
木
が
あ
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
放

し
た
り
し
て
い
る
。
仕
事
の
合
間
だ
か
ら
こ
の
程
度

だ
が
、
ム
シ
と
花
の
世
話
は
楽
し
い
。
教
育
的
効
果

も
あ
る
。
孫
娘
は
ま
だ
幼
稚
園
だ
が
、
幼
虫
の
芋
虫

を
「
ミ
ド
リ
の
ム
ー
シ
」
と
呼
ん
で
、
手
の
掌
に
乗

せ
て
カ
ワ
イ
ー
と
喜
ん
で
い
る
。
将
来
、
虫
愛
ず
る

姫
君
み
た
い
に
な
る
と
い
い
が
、
さ
て
ど
う
な
る
か
。
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